










参加者の「不安」に寄り添うピア サポート 　③ 交流テーマ事例

　ピアサポート交流会　| PART2

やっぱりどんな手術も、親としてはドキドキするよね……。
これは何年経っても慣れるもんじゃない。 

子どもが退院して、その子の健康を私たちだけで維持して
いけるのか、また障害児を育てることで、自分たちの生活
がガラリと変わるんじゃないかと不安で仕方なかった。
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うちの子は 1歳で胃ろうをつくることになったけど、それまでは入退院を
繰り返していたのが安定した生活を送れるようになった。

ピア側の私たちもまだまだ発展途上で将来の不安はこれからもずっと持ち続
けると思うけど、その不安を吐露できる場所が多ければ多い程、不安な気
持ちを減らしたり解消できたりするので、人とのつながりがとても大事だよね。

子どもが成長したとはいえ、不安に襲われるときがあったら、
わが子をぎゅっと抱きしめ、今生きていてくれることに感謝かな。

不安のもとは「知らない」ことが原因。同じような境遇の仲間と出会ったり、
先輩保護者たちの話を聞くことで、近い将来の姿を想像でき、安心できたかな。

あとは医療的ケアを親が習得できるかという問題もあるけど、
これは日 の々ことだから、「経験を積んでできるようになる」と
割と私は楽観的だったかも。

この先、自分たちだけで面倒をみなくてはいけないと考えると大変
なプレッシャーと途方もない孤独感に襲われるけど、訪問看護や
ヘルパーさんなどのサービス、ショートステイ、短期入所、学童
保育、デイサービスの利用など、使える資源を最大限に生かして
生活することで、親も子もそれぞれの時間を過ごせるようになるよ。

胃ろう・気管切開・呼吸器など、 医療の選択に関す
る悩み。 成長に伴って医療の選択を迫られたときに、

自分の選択が果たして正しいのか
どうか不安な気持ちがあります。

障害を持ったわが子を自分が育てていけるのか
とても不安です……。

将来に対する漠然とした不安
があります。  

医療面編 心理面編

術後の経過も子どもによってさまざまで、すんなり退院できる子もい
れば、部位が化膿して苦労する子もいたり……。いろんな可能性が
あることを、いいことも悪いこともしっかり事前に知っておくことが大
切なんだと思う！ それでも、手術日は心配でたまらなかったけどね。

まとめまとめ まとめまとめ専門的なことは医師に、日々のケアや生活の変化などは先輩保護者
や福祉職などの支援者に聞いて、たくさんのケースを知っておくとよい
でしょう。そして「わが子のＱＯＬ（生活の質）がどう上がるか」を
中心に据えて選択することが大切。

不安を抱え孤立するのではなく、生きやすい生活を送るために地域社
会やさまざまな人とのつながりを持つことが大切。まずは不安な気持
ちを吐き出せたことが大きな一歩ですよ。

医師の説明を理解できるまで何度もしつこく聞いたなぁ。あとは、
先輩保護者の話を聞いて、手術後のメリット・デメリットを考えたり。

同じ立場で悩みを共有したり、安心感を得られたりする居場所の存在は、とても
大事だということを交流会のたびに実感した。保健師 交流会では、保健師との関わりの中では見せなかった不安や心配事を訴える一

面があり、新たにその部分に寄り添う支援ができた。 保健師
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参加の呼びかけをしたけど
なかなかよい反応が
得られなかった

ピアスタッフ側にも
心理的サポートが必要だと
感じたことがあった

■ 参加者のアンケートからのリアルな声

必要な情報を入手したい

たくさんお話を聴きたい

同じような悩みを持つ人と
話したい

自分にできるか緊張と不安があっ
たけど、参加者の笑顔が見られ
てよかった！　これまでの経験が
少しでも誰かの役に立てること
が、自分の自信にもなりました。

振り返りを通じてピアスタッ
フの気持ちの動きを知るこ
とができ、ピアスタッフのメ
ンタルケアも重要だと感じ
ました。

みかんぐみ

保健師

一言振り
返り

一言振り
返り

共有した情報をもとに、改善でき
る点はないか話し合う。またピア
スタッフのメンタルケアができるよ
う、想いを話す場としても有効。

交流会開催の後は、みかんぐみと保健師の間で参加者アンケートの情報を共有し、
次回の開催に向けて交流会のブラッシュアップを図りました。 経験を積んで新たに生まれた疑問と戸惑い

参加者アンケートの集計を行い、
交流会に参加していないスタッフ間
でも共有。気持ちをクールダウンし、
データと冷静に向き合い分析する

当日参加のスタッフでその日の感
想や反省を気持ちが熱いうちに述
べ合い共有

交流会を重ねると、こうすればよかったという反省点や、疑問点も出てきました。

交流会後の振り返りでよりよいピ アサポートへ

こうした疑問を解決して、 次の交流会に生かしたい！

ピアスタッフから
アドバイスを

求められたときに、
ちゃんと答えられる

だろうか

自分がしゃべり過ぎて
しまったのでは
ないか？

たくさんのアドバイス、
貴重な経験になった

またぜひ
参加したい

オンラインもいいけど
直接話せたのが
よかった

知りたかったことを
教えてもらい満足

悩みを話して
すっきりできた

答えられない質問があった。
交流会は解決の場ではない

というものの、
どんな対応方法が
考えられる？

参加者によって知りたい
情報や話したいことは違うので

難しさを感じる

参加者の気持ちに
引きずられたのか気分が
落ち込んでしまった…

ピアスタッフ
ミーティングで全体の反省会

次回の改善策の検討

ピアサポート
交流会

保健師みかんぐみ

保護者アンケートの
結果集計と情報共有

ピアスタッフ・保健師による
終了直後の反省会

　④ 事後の振り返り
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参加の理由は？Q.

「話す」だけで終わらない

1 2

3
4

はじめにタイムテーブル
を伝えればよかった

参加者にもっと話を
うながせばよかった

もう少し座席配置を
工夫できそう

参加者が帰るときにうまい
声かけができるとよかった

　より　より
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へと進

化

　交
流会
へと進

化

境遇の近い人とつながって、悩みを分かち合いたかった。親身になって私の想
いを聴いてくれてうれしかったです。また参加したい！

交流会前はいつも緊張……。どんな方が来るかな、うまくお話しできるかな。
そんなドキドキも含めて私にとっても素敵な時間。 ピアスタッフ参加者
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交流会のグループサイズは、1 人のファシリテーターが切り盛りでき
るのは7人までとよくいわれます。話す人の数がそれより多いときは、グルー
プを小分けにするとよいかもしれません。そのとき、話す場を求める人のグルー

プ、情報交換をしたい人のグループなど、目的別に分けるやり方もありま
す。また、1 つのグループの中で時間で分ける方法もありますよ。前半は
悩みなどやや重い話をしても、後半は情報交換にするなど、参加者もスタッフも
帰るときの気持ちが軽くなるような工夫ができるといいですね。

新型コロナの影響でオンラインのミーティングが普及しましたが、オンライン、
対面、それぞれにメリット・デメリットがありますね。
オンラインでは会話の「間」をとりにくく、場の一体感に物足
りなさを感じる反面、相談内容が重い場合は相談を受ける側
の心理的負担が軽いということがあるようです。
オンラインと対面のハイブリッドの交流会の場合は、オンラインの参加者が置い
てきぼりになりがちなので、ファシリテーターがバランスよく進行して防ぎます。
オンラインはお子さんの世話をほかの人に頼めないという保護者も参加できる可
能性が広がるので、場合によって使い分けができるのがいいですね。

自分が経験していないことを聞かれたり、自分のつら
い体験を思い出してしまったり、思ったように答えられ
ない相談にもめぐり合うことがあります。そのとき大

切なのは、決してひとりで抱え込まないこと。
仲間同士で話したり、専門家に相談しま
しょう。私でよければ話してくださいね。

話を聴いてもらって気持ちが楽になる場があるだけですごいこと。ただ、ピアスタッフ
側もどうしても話したくなってしまうこともありますよね。そんなとき、自分の体験を伝

えつつ、「私は～～した」「わたしは～〜思う」というＩ（アイ）メッセー
ジになるように意識するといいと思います。「あなたは～したほうがよい」とい
う YOU（ユー＝あなた）メッセージで伝えると、相手の人は押しつけられた感覚にな
ります。自分と相手を尊重する話し方が I メッセージです。相手の選択を尊重します。
ピアが経験してきたことは本当に貴重で、一つ一つが引き出しに入っているようなイ
メージを持ってみてください。相手の様子を見ながら、この場でどの引き出しを開け
て差し出すか、専門性が上がってくると引き出しの数が増え、差し出すタイミングなど
をコントロールできるようになります。

初対面でも安心して話
ができ、気持ちが分か
ち合えるのがピアの素晴
らしさ。みかんぐみのメ
ンバーとの出会いが、戸
惑う参加者たちに勇気
と希望を与えています。

お子さんの状況は異なっていて
も、生活上の悩みは、先輩経
験者からのアドバイスが役立ち
ます。身体的状況や家族のサ
ポート体制など、さまざまに異な
ることを理解しながら交流してい
くことは、ピアスタッフにとっても
新たな発見があると思います。

専門家から一言

飯田佳子先生 岡野恵里香先生

実際の交流会でピアスタッフが感じた新たな疑問と、それに対す
る専門家からのアドバイスをまとめました。次の交流会に生かせる
ようにピアスタッフ同士でも話し合いました。

Q4. オンライン、それとも対面？　どっちがいいの？

Q1. 参加の目的はさまざま。
参加者に満足してもらえる交流会の作り方とは？

Q2. どうしても自分の話をしてしまいがち。
個別のサポートスキルを上げるには？

Q3. 自分では答えられない相談への対応は
どうしたらいいの？

アド
バイス飯

田先
生の

アド
バイス飯

田先
生の

アド
バイス飯

田先
生の

アド
バイス飯

田先
生の

　ピアサポート交流会を終えて　| PART3

公認心理士 小児科医

専門家からのアドバイス
ピアサポートテクニック

そんなふうに思ってたんだ！ 長い付き合いのはずなのに、知らなかった。ピアス
タッフ活動のおかげで、仲間の新たな一面を発見！ピアスタッフ 交流会のおかげで家でも家族の話をちゃんと聴けるようになった！　ピアスタッフ

としての経験が、家族との関係にも生かせてる。 ピアスタッフ
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ピアサポート交流会を通じて変化した 三者の 「不安」・「モヤモヤ」

こう変わり ました！

笑顔ある暮らしに向けての 「スモールステップ」に

どの地域にもこのような仕組みがあると
よいと本気で思った

自分の経験を生かし、社会の改善に
貢献できたと感じた

自分の強み、そして弱みを知ることができた

自分の心の浄化と、自分とは違う考え方、
感じ方、生き方を知る機会となり、
自分の成長につながった

ピアである私もひとりでは
ないと感じることができた

同じ地域に住 む障害を持つ子と
その親同士が 集う場があることは、
孤立を防ぐと分 かった

交流会を通して 参加者の思いを
聴くことができ、 地区担当保健師がよ
りニーズに合っ た支援をできるよう
になった

家庭での生活 の様子を具体的に
イメージするこ とができ、
理解が深まった

参加する前はうまく馴染めるか
不安だったけど、知りたい情報を
得られてよかった

障害児の話は普段話せる機会がないので、
普通に話ができ気持ちが軽くなった

障害のある子の育児の場合、周りの人の
育児情報が参考にならずに困ることが多
かったが、実際の経験者
のさまざまなパターンを
知ることができて助かった

NPO法人みかんぐみ 杉並区 保健師 障害を持つ子の保護者

　ピアサポート交流会を終えて　| PART3

やってみて初めて分かった！

地域の課題を見つけて、課題を解決しようとする人たちと課題を解決したい行
政を結びつける。地域活動係は地域の御用聞き。行政 専門職だからこそ役立てることもあるが、縦割りゆえの弊害もある。どこをどう

つなぐか、そこが知恵の出しどころ。 行政
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児童福祉法に基づく障害児
等の支援　
障害者福祉サービスをはじめ
とする障害保健福祉施策の
推進

感染対策としてオンライン座談会を開催

山田 恵理子さん

3 者座談会

みかんぐみ 保健師 行政他部署

障害者施策課 地域課
　ピアサポート交流会その先へ　| PART4

未来へつながる思い　

みかんぐみ：保護者の中には「役所
のどの窓口に何を問い合わせたらい
いのか分からない」という悩みが多
いんです。
施策課：杉並区では医療的ケア児
支援法の施行を受け、当事者と家族
が窓口で迷わないように、主管課同
士がしっかり連携できるよう相談体
制を見直そうとしているところです。
みかんぐみ：相談窓口の整理も大切
ですが、「この人に聞けばいい」とい
うコンシェルジュみたいな存在が必
要では？　子どもが小さい頃なら保
健師さんがそれに当たるかも。
保健師：保健師は適任ですが、療

育機関に通い始めると療育の担当部
署が引き継ぐため、そこで関係が切
れてしまうこともあります。切れ目な
く成長していく過程を支え続けられ
るような仕組みが必要かと思います。
地域課：地域の御用聞きである地
域活動係の職員が皆さんの話を聞き
に行くのもいいかと思います。専門
的なアドバイスはできませんが、皆さ
んの話を聞いて担当する課につなぐ
ことができますから。
みかんぐみ：部署同士を「つなぐ」
という行政の発想は、当事者からす
ると細切れにされているように感じま
す。私たちが望んでいるのは寄り添っ
てくれる「伴走者」なんです。ピア
サポート交流会でも、保健師さん
の「つなぐ」役割とともに「伴走者」

みかんぐみスタッフと杉並区保健師が感じたピアサポート交流会への手ごたえや、
今後よりよい地域生活を送るために必要なことなどを、

協働提案事業スタッフ以外の関係者にもご参加いただき話し合いました。

どこに問い合わせたら
いいのか分からない

として期待する声がありました。
施策課：東京都の「医療的ケア児
等コーディネーター養成研修」には
区の職員も参加する予定です。研修
を終えた人からコンシェルジュ・伴
走者が出てくるかもしれません。
みかんぐみ：当事者と家族は生きる
上での選択肢が少ないことも悩みで
す。例えば杉並区では重度の障害
があると学校選択の幅が極端に少な
くなってしまいます。全国に目を向け
ると、地域校に進める自治体もあり
ますよね。
施策課：医療的ケア児が、広く地
域校に進むためには、一層の取り組
みを図っていくことが必要と認識して
います。このため教育委員会をはじ
めさまざまな関係部署との協議等が
必要であり、今後の課題です。

みかんぐみ：そもそも地域の人たち
が、障害のある子や医療的ケアが必
要な子を目にする機会が少ないと思

います。その子たちも地域で普通に
暮らしていることを知ってもらうにはど
うすればいいのでしょうか。
施策課：区では障害のある人と地域
の人の交流を目的に、ふれあい運動
会や障害者週間事業等を毎年開催
しています。イベントも一つのきっか
けになるかと。
みかんぐみ：イベントでは当事者と家
族が固まり、一般の人たちと交流す
る場面は正直少ない気がします。イ
ベントに期待するより日常の中で理
解を広げることが大事かと。
みかんぐみ：うちの子に関わるのは
圧倒的に大人が多く、子ども同士の
関わりが少ない。まずは地域の人た
ちと接することで、子ども同士の関
係性も深められたらいいのですが…。

施策課 地域課

重症心身障害児・医療的ケア児
の存在を知ってもらう

NPO法人みかんぐみ 杉並保健所　
高井戸保健センター

協働提案事業の所管課長
原田 洋一さん

杉並区区民生活部
地域課長

協働提案事業　担当
澁木 ゆかりさん
地域課協働推進係長

杉並区保健福祉部　
障害者施策課長

西村 真央さん
大杉 成美さん

感染対策
としてオンライン座談会を開催

【参加者プロフィール】　協働提案事業からさらに広がる地域生 活支援の輪

法律が施行され
たこともあり、
区も課 題に取り
組んでいきます

我が子が
幸せに暮らせる
地域づくりを
目指して

地域の力を
活用して一 緒に
課題解決を

協働提案事業担当の
保健師です。

神保 宏子さん
村林 瑠美さん
磯貝 早富さん

障害のある子を育てながら、ピアスタッ
フとして交流会の参加へはもちろん、
この冊子の企画、制作にも携わってい
ます。

荻野 志保さん
川田 かおりさん

保健師として
できる支援に
ますますの
広がりを　
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大海にこぎ出したばかりの、波間を漂うボート。
期待とともに、不安もたくさんあることでしょう。
でも近くには、少し前に海に出た、先輩家族の船が。
時に伴走しながら「だいじょうぶだよ」を伝えてくれます。
つらい夜も、不安な朝も、あなたはひとりじゃない。
各地の港から、そんな船が増えることを願っています。
希望という風を受け、一緒に進んでいきましょう。

重症心身障害児・医療的ケア児の育児を経験し、
いろいろな思いや体験を積み重ねてきた先輩保
護者が、障害児を抱えたばかりの新米保護者へ
アドバイスできる仕組みが、今後各地で、身近な
場所にできることを願っています。
杉並区では「支援の充実と相談支援体制の整備」
について、実行計画に位置付けます。
障害がある人もない人もみんなが安心して暮らせ
るまちになるように、今後もネットワークを発展さ
せていきたいと思います。
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杉並保健所保健サービス課　

神保 宏子

考え方・感じ方・生き方・思いは一人一人違うもの。
それぞれが違っても、 みんなが尊重される地域・社会に

いかがでしたか？
ピアだからこそ寄り添えること、行政だからこそできること、
互いの利点を合わせたピアサポート交流会を、
ぜひお住まいの地域でも。

事業全体を振り返って

「だいじょうぶだよ」をつなぐ 人をつないできめこまやかなネットワークづくりを

より詳しい座談会の様子は
みかんぐみホームページから
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地域課：今の時代は行政だけで皆
さんのニーズに全て応えるのは難し
く、地域の力が必要です。この協働
提案事業は、まさに地域の力を活用
できた事業でした。
みかんぐみ：うちの子には地域のい
ろいろな人と触れ合って、楽しく笑
いのある人生を送ってほしい。今日
の話を聞いて、私自身もっと地域に
出る努力をしたいと思いました。
保健師：保健師としては、当事者が
関係機関とつながれるように、また
親御さんたちに「保健師に相談すれ
ばいい」と思ってもらえるように努力
したいです。
施策課：今日は、いろいろな課題を
いただきました。今後も地域の皆さ

んと一緒にさまざまな問題に取り組
んでいきたいと思います。
保健師：協働提案事業は私にとって、
すごく学びが多かったです。この学び
を杉並区全体に伝えていきたいと思
います。
みかんぐみ：どんな障害があっても豊
かな生活・人生がある事実をぜひ地
域の皆さんにも知ってもらいたいです。

協働提案事業のスタッフ以外の関
係者にもご参加いただいた座談会
では、新たな課題も見えてきました。
立場を超えて、課題解決に共に取
り組んでいけることを期待します。

一緒に事業を行う部署や団体を決める

ピアサポート交流会のイメージを具体化

費用の算出と確保

場所・スタッフの確保

協力者の確保（専門家・託児など）

ピアとしての心がまえを学ぶ研修会の実施

交流会プログラムの作成、会場レイアウト決め

スタッフ間のミーティングで目的やゴールの共有

ピアサポート交流会の役割分担決定

Checklist

ピアサポート交流会
づくりに役立つ

企画～事業決定

事前準備

交流会準備

https://mikangumi.com/2021/12/16/1933/
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